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第 9号様式（第 19条関係） 

 平成１７年 ３月 ２８ 日 
新 宿 区 長  殿 

法 人 名 特定非営利活動法人 
      東京都中途失聴・難聴者協会 
所 在 地 新宿区新宿 

２－１３－１１－１００３ 
（フリガナ）      たかおか ただし 
代表者氏名  理事長   高岡   正  

 

事 業 実 績 報 告 書 
 
新宿区協働推進基金条例施行規則第 19条の規定により、下記のとおり報告します。 

 
記 

 
１ 助成対象事業 

事 業 名  
聞こえと補聴器相談会    於）大久保地域センター 

実施日時又は期間  
2005年 3月 12日（日）10時～16時 

対象者の範囲及び人数  
大久保地域を中心とした新宿区民 約 15人 

事 業 内 容 
 
聴力検査、補聴器や聞こえの相談 

具体的な活動状況 

・ 事前予約受付 
・ 問診 
・ 聴力検査 
・ 補聴器相談 
・ 聞こえに関わる相談 
・ 情報提供 

事業の成果 

人数的には、少なめだったが、結果としては一人一人の相談者にじっ

くり対応ができたことで、区民の聞こえや補聴器に関する意識を高め

ることに役立てた。 
社会福祉法人聴力障害者情報文化センター、東京都心身障害者福祉セ

ンター地域支援課・障害認定課、新宿区社会福祉協議会などの関係機

関との連携が深まった。 

 

 

 

 



     

２ 助成対象事業費内訳（実績） 

※ 内訳は、できるだけ「単価×数量」で示してください。 

※ １万円以上のものについては、領収書（写し可）を添付してください。 

経 費 積算根拠（内訳） 金  額 

団体負担金  
３８，７４１円 

参加費・資料代等  
円 

その他の収入  
円 

協働推進基金助成金 助成金申請額   ３６,５００円 

収 
 

入 

計                  ７５，２４１ 円 

費 目 決算額 内  訳 

会議費 ５,００５円 
会場使用料 3,700円 コピー代 １,３０５円 

宣伝費 ６,７２４円 
ちらし・ポスター作成 

リース費 円 
 

消耗品費 ２,５１２円 
事務用品 

謝礼 ５０,０００円 
相談員 5,000円 
手話通訳者・要約筆記者計 3人×3,000円×5時間 

材料費 円 
 

交通費 ９,０００円 
打ち合わせ・当日交通費 1000円×9人 

支
出
（
助
成
の
対
象
に
な
る
事
業
費
の
内
訳
） 

その他諸経費 ２,０００円 
郵送料 

助成対象事業費（小計） 
７５,２４１

円

         

余  剰  金  円
 

助成対象外事業費 円  

事 業 総 額                 ７５,２４１ 円 
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３ 助成事業の成果と課題 

評価のポイント 自己評価 

事業を計画した当初に決めた課題につい

て、どこまで達成できたか。 

課題は達成できた。 
相談会なので、一人一人に、時間的な余裕を持っ

て丁寧な対応が必要だと痛感した。 

地域にどのような効果があったか、又は今

後見込まれる効果は何か。 

1回での相談会の目的は達成できたが、対応可能な
人数には限度があることと、このような相談会が

今までなかったこともあり、今後、区内の数箇所

で定期的に開催する必要を感じた。高齢者が多く、

普段補聴器を持っていても耳に合わないままだっ

たり、使いこなせずしまったままにしている人も

多かった。 

新たに気づいた課題は何か。 

一人一人が抱えている問題は、本人の聴覚障害に

ついての知識不足、家族の無理解、補聴器店の説

明不足やアフターケア不足など様々な原因が複雑

に絡んでいるものが多い。地域で専門家による無

料相談が常時受けられる機関の必要性を感じた。 

理解者や支援者が広がったか。 

新宿区社会福祉協議会や、新宿区の手話通訳者か

らもＰＲにご協力をいただけた。東京都心身障害

者福祉センターからは、地域の保健センターや福

祉センターなども巻き込んで開催していったらど

うかと勧められた。 

事務局の執行体制は十分だったか。 

準備期間が長くあったので、少しずつ準備できた。

当日の受け入れ人数に制限があるため、ＰＲをや

や控えめにしていたが、もっと広範にしてもよか

ったと思う。 

今回の事業を発展させた新たな事業として

どのような事業が考えられるか。 

このような事業そのものが少ないので、関係機関

と連携して、回数を増やして実施すること。 
地域の高齢者の集まりで出前講座や、出前相談会。

を実施すること。 
地域センターなどで、難聴を理解するための啓蒙

講座を実施することなどが考えられる。 

その他 

・ 3月の区報でＰＲできたらよかった。 
・ 機材の運搬が思いのほか大変だった。 
・ 聴力検査や相談をするので、部屋の数が多めに

必要 
 

 
 



＊事業の成果物（冊子など）又は、事業の開催時の写真など提出できるものが

ある場合は添付してください。  

＊参加者の意見なども報告してください。    

 

 ４ 活動の成果 
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